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今不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

教科名 科 目名 (校 内名称 ) 単位数 教  材

英 語
英語 コミュニケーシ ョンH

(L英 コミュ)

3

教 科 書 :LANDMARK Communic91ion Englisぃ lI[啓林館 ]

副教材:教科書準拠ワークブック[啓林館〕

学習の

ねらい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つの領域において言語活動及び

これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、適切に表現したり伝

え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。

① 外国語の 4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。

外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。 (矢口識・技能)

② 場所・目的・状況などに応じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確

に理解 したり適切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)

③ 外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に酉己慮しながら、外国語で

聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとしている。(主体性)

授業形態

ア ドバイス

な ど

Lコ ースの授業です。2年次の英語コミュニケーション互の授業は,1年次で学習した内容を発展させたものにな

ります。十年で学習した内容て
゛
理解できていないところがあると英語コミュニケーションコではわからないところが

増えてしまいます。復習もXずX要です。昔読をしっかりしましょう。また,提 出物は期FRを 守って下さい。そのため

には,計 L百J的な取り組みが雖要です。

評価の観点 矢口識 ・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

外国語の4技能について、実際のコ 1場所・目的・状況などにたじて、日常 レト国語の背景にある文化に対して

ミュニケーションにおいて活用できる 1的
。社会的な話題について、情報や 1 理解を深め、聞き手・読み手。話し

矢口識・技能を身に付けている。外国 考えなどを外国語で的確に理解した 1手・書き手に配慮しながら、外国語

考の学習を通 して、言語の働きや役 ,、 適切に伝え合ったりしている。 いたり、読んだりしたことを活用

割などを理解している。 して自分の意見や考えなどを聞いた

り、読んだり、話 したり書いたりしよ

うとしてヽ`る。

育てたい生徒像

(資 質'能 力)

との関連

教養力 :幅広い教養 と課題発見

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え,‡ [ヒ 判的に

掘 り下げ,創造するカ

表現力 :尽考・判断の結果や経過

をわか りやす く伝えるカ

協働力 :多 様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力する力

省察力 :自 らの行動を振り返 り改

善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

○定期考査

O課題考査

〇小テス ト

O授業・発表内容の観察

O授業 ノー ト・提出課題の点検

○定期考査

O課題考査

O小テス ト

O授業 ・発表内容の観察

O授業 ノー ト・提出課題の点検

○授業・発表態度の観察

○プ レゼンテーションの観察

○提出課題の点検



学習の到達日標
学期 学習内容

矢口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

LI  A Swedish Girド  s
Discoverles in」 9p9n

L2A Messo9e from lhe
Emperor Penguins

L4 Seeds for ihe Fulure

L5  Longuoge Chonge
over Time

L6   6oudi  ond  His
トノlessenger

L7   Letters  from
Bo十llefield

L8 Edo: A Susすoinoble

Sociely

0

文章を通して補語になる

分詞の SVOCと補語②な

る分詞の SVCの意味や

構造を理解する。海外の

視点から見た日本の不思

議について書かれた文章

を読み、概要を把握するこ

とおヾて
｀
きる。

文章を通 してしヒ較級の表

現や未来完了形、しヒ較 を

用いた構文の意味や構造

を理解する。ペンギンの生

態について雖要な情報 を

聞いたり、読んだりして、概

要 を把握することがで き

る。

文章を通して付帯状況を

表す with+O+α や使役

動詞の意味や構造につい

て理解する。種の保全の

ための取り組みについて

様々な意見の要点を把握

することができる。

文章を通して、十ho十 の意

味や構造を理解する。時

間とともに変化する言葉

について、要点を把握する

ことおヾできる。

文章を通して、受動態の

分詞構文や ifを 使わない

仮定法の意味や構造を理

解する。ガウディと外尾さ

んについて書かれた文章

を読み、妥点を把握するこ

とがて
｀
きる。

文章を通して副詞節を導

く複合関係代名詞や完了

不定詞の意味や構造を理

解する。戦場からの手紙

について挺要な情報を読

み取り、概要を把握するこ

とがて|き る。

文章を通して、注意すべき

関係代名詞の用法や独

立分詞構文の意味や構

造を理解する。江戸時代

の持続可能な社会につい

て書かれた文章を読んで

概要を捉えることができ

る。

自分が驚いた日本文化に

ついて、読んだことを基

に、話したり書いたりして

表現することができる。

海外の視点から見た日本

の不思議について自分の

考えを話して伝えることが

できるようにする。

気候変動の影響により絶

滅の危機にある動物につ

いて意見交換 をする。自

分の意見を論理的に書い

て伝えることおヾできる。

固定種の利点について

F!種としヒ較しながら、自

分の意見を伝え合うこと

ができる。

英語または日本語におけ

る言葉の変化の実例につ

いて情報や考えを伝える

文章が書ける。

ガウディと外尾さんについ

て自分の考えを書いて伝

えることができる。

戦場からの手紙について

書かれた文章を読んだ感

想について自分の考えを

イ云え合うことおヾできる。

製品の再利用の具体例に

ついて、自分の意見を伝

え合うことができる。

自分の関鳶のある動物と

その動物から学んだことつ

いて自分の考えを話して

イ云えることができるように

する。

日本の食料白給率につい

て自分の考えを話して伝

えることがて
｀
きるようにす

る。

英語または日本語におけ

る言葉の変化の実例につ

いて自分の考えを伝えるこ

とができるようにする。

ガウデイと外尾さんについ

て自分の考えを伝えること

おヾて
｀
きるようにする。

戦場からの手紙について

書かれた文章を読んだ感

想について自分の考えを

伝え合うことおヾできるよう

にする。

日常生活の中で「もったい

ない」と思うことについて、

自分の意見を伝え合うこと

ができるようにする。



L(7 B,odieset Advenlure

From GIobolす o GIoboI

LiO Our Fu十じre with AI

文章を読み、完了形の分

詞構文や強調構文の意

味や構造を理解する。山

田周生さんの取り組みに

ついて書かれた文章を読

み、妥点を把握することが

できる。

日本のエネルギー消費に

おける問題点とその解決

法について自分の考えを

伝え合うことができる。

山田周生さんの意見につ

いて自分の考えを伝え合

うことおヾできるようにする。

文章を読み、過去につい

ての推量や os rを使った

仮定法の意味や働きを理

解する。AIとその活用に

ついて書かれた文章を読

み、挺要な情報を読み取

り概要を把握することが

できる。

人間とAIの 共存のために

どのような法律が捲要か

について、自分の考えや

気持ちを伝え合うことが

できる。

AIと 今後の将来につい

て、自分の考えや気持ちを

伝え合うことができるよう

にする。

備考



今不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

教科名 科 日名 (校 内名称 ) 単位数 教 材

英語
英語 コミュニケーションⅡ

(R英 コミュ)

3

教科書 :LANDMARK Communicotion English il[啓 林館 ]

副教材 :教科書準撫ワークブック[啓林鮮〕

NEW TREASURE ENGLISH SERIES STAGE 4(Z会 出版 )

学習の

ねらい

①

③

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つの領域において言語活動及び

これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、迫切に表現したり伝

え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。

外国語の 4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識・技能を身に仕ける。

外国語の学習を通 して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。 (矢口識・技能)

場所・目的・状況などにAじ て、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確

に理解 したり迫切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)

外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で

聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとしている。(主体性)

②

授業形態

ア ドバイス

な ど

Rコ ースの授業です。2年次の英語コミュニケーションⅡの授業は,1年次で学習した内容を発展させたものに

なります。1年次に身につけたことを上台にして、少し長めの文を論理的に読むことを大切にしましょう。復習もX
ず蜂要です。また,提 出物は期卜Fく を守って下さい。そのためには,計画的な取り組みが兇妥です。

評価の観点 矢口識・技能 :    思考・判断・表現    i 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

外国語の 4技能について、実際のコ 1場所。目的・状況などに応じて、日常 汐卜国語の背景にある文化に対して

ミュニケーションにおいて活用でき

る矢口識・技能を身に付けている。外

国語の学習を通して、言語の働き

や役割などを理解している。

白9・ 社会的な話題について、情報

や考えなどを外国語で的確に理

解したり適切に伝え合ったりして

いる。

理解を深め、聞き手・読み手・話し

手・書き手に配慮しながら、外国

語で F耳用いたり、読んだりしたことを

活用して自分の意見や考えなどを

話したり書いたりしようとしている。

育てたい生徒像

(資質.能力)

との関連

教養力 :幅広い教養 と課題発見

解決のための矢口識・技能 掘 り下げ,創造するカ

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

―ションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動を振 り返 り改

善 し前に踏み出すカ

思考力 :論理的に考え,批判的に I協働力 :多 様な他者 とコミュニケ

主な

評価方法

○定期考査

O課題考査

○小テス ト

O授業・発表内容の観察

O授業 ノー ト・提出課題の点検

O定期考査

O課題考査

○小テス ト

○授業・発表内容の観察

○授業ノー ト・提出課題の点検

○授業・発表態度の観察

Oプ レゼンテーションの観察

O提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到逹目標

矢口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

LI A Swedish Giri' s
DiscoverieS in」 Opon

NT L2
The HerO whO refused io

be o hero

L4 Seeds for the Future

NTL3
Different   Sttyles

Encourogement
Of

L5  Longuoge Chonge
over Time

NTL5
Curling― ―chess on lco

L6   Goud,  ond  His
Messenger

文章を通して補語になる

分詞の SVOCと補語②な

る分詞の SVCの意味や

構造を理解する。海外の

視点から見た日本の不思

議について書かれた文章

を読み、概要を把握するこ

とができる。

自分が驚いた日本文化につい

て、読んだことを基に、話したり書

ぃたりして表現することができ

る。

海外の視点から見た日本

の不思議について自分の

考えを話して伝えることが

できるようにする。

文章を通して時制の一致

や話法の意味や構造を理

解する。ヒーローとは何か

について捲要な情報を聞

いたり、読んだりして、概要

を把握することができる。

ヒーローとは何か、人間としてな

すべきことは何かについて意見

交換をする。自分の意見を論理

的に書いて伝えることができる。

be eogerioを 用いて白

分のことについて書く。

文章を通して付帯状況を

表す w‖ h+Ott αや使役

動詞の意味や構造につい

て理解する。種の保全の

ための取り組みについて

様々な意見の要点を把握

することができる。

固定種の利点について

FI種としヒ較しながら、自

分の意見を伝え合うこと

ができる。

日本の食料白給率につい

て自分の考えを話して伝

えることができるようにす

る。

文章を通して、助動詞の

意味や構造を理解する。

日本とアメリカの励まし方

の違いについて挺妥な情

報を聞いたり、読んだりし

て、概要を把握することが

できる。

勉強に疲れているときは

日本・アメリカのどちらの

やり方で励ましてもらいた

いかについて話し合うこと

かヾできる

would rother A thon B

を用いて自分のことについ

て言く。

文章を通して、十hoキ の意

味や構造を理解する。時

間とともに変化する言葉

について、妻点を把握する

ことができる。

英語または日本語におけ

る言葉の変化の実例につ

いて情報や考えを伝える

文章が書ける。

英語または日本語におけ

る言葉の変化の実例につ

いて自分の考えを伝えるこ

とができるようにする。

文章を通して、不定詞の

意味や構造を理解する。

カーリングの歴史とルール

について雖要な情報を聞

いたり、読んだりして、概要

を把握することができる。

何のスポーツをやってみた

いかについて、自分の意

見を述べることができる。

むome to doを 用いて白

分のことについて書く。

文章を通して、受動態の

分詞構文や Fを使わない

仮定法の意味や構造を理

角子する。ガウディと外尾さ

んについて書かれた文章

を読み、要点を把握するこ

とかヾて
ヾ
きる。

ガウデイと外尾さんについ

て自分の考えを書いて伝

えることができる。

ガウデイと外尾さんにっい

て自分の考えを伝えること

がて
｀
きるようにする。



NTL6
Pick Up Goiden Nu99ets

of Opporiunilies

L7    Letters  from

Bo十llefield

0

NTL8
False Faces

L(7 Biodiesel Adventure

From GIobollo GIob91

LiO Our Future with AI

文章を通して、動名詞の

意味や構造を理解する。

成功を4又めた著者のエッ

セイを読み、概要を把握す

ることができる.  f

将来やりたいことを実現するため

にどんな行動をとるつもりか、自

分の考えを書いて表現すること

ができる。

I never!～withoul

_を使って自分のことにつ

いて書く。

文章を通して副詞節を導

く複合関係代名詞や完了

不定詞の意味や構造を理

解する。戦場からの手紙

について挺要な情報を読

み取り、概要を把握するこ

とができる。

戦場からの手紙について書かれ

た文章を読んだ感想について自

分の考えを伝え合うことができ

る。

戦場からの手紙について

書かれた文章を読んだ感

想について自分の考えを

伝え合うことができるよう

にする。

文章を通して、関係詞の

意味や構造を理解する。

錯況の解説から始めて思
い込みの危険さを理解す

ることおヾできる。

間違った思い込みによって誤りを

したことがあるかについて話し合

うことがて'き る

すoke ～ for gronted

を用いて自分のことについて書

く。

文章を読み、完了形の分

詞構文や強調構文の意

味や構造を理解する。山

田周生さんの取り組みに

ついて書かれた文章を読

み、妻点を把握することが

できる。

日本のエネルギー消費に

おける問題点とその解決

法について自分の考えを

伝え合うことわヾできる。

山田周生さんの意見につ

いて自分の考えを伝え合

うことおヾできるようにする。

文章を読み、過去につい

ての推量や os rを使った

仮定法の意味や働きを理

解する。AIとその活用に

ついて書かれた文章を読

み、挺要な情報を読み取

り概要を把握することが

できる。

人間とAIの共存のために

どのような法律が挺要か

について、自分の考えや

気持ちを伝え合うことが

て
｀
きる。

AIと今後の将来につい

て、自分の考えや気持ちを

伝え合うことができるよう

にする。

備考



今不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理教科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校 内名称) 単位数 教 材

英語
英語コミュニケーションⅡ

(L英 コミュ)

2

教科書 :LANDMARK Communicolion English il[啓 林館 ]

副教材 :教科書準と処ワークブック[啓林館 ]

学習の

ねらい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つの領域において言語活動及び

これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、適切に表現したり伝

え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。

① 外国語の 4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる次口識・技能を身に付ける。

外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(矢口識・技能)

② 場所・目的・状況などに應じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり適切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)

③ 外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で

聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとしている。(主体性)

授業形態

ア ドバイス

な ど

Lコースの授業です。2年次の英語コミュニケーションコの授業は,1年次で学習した内容を発展させたものにな

ります。1年で学習した内容で理解できていないところがあると英語コミュニケーションⅡではわからないところうヾ

増えてしまいます。復習も雖ず亮要です。昔読をしっかりしましょう。また,提 出物は期「P(を守って下さい。そのため

には,計 L百J的な取り組みが兇要です。

評価の観点 矢口識・技能 I    思考・判断・表現    1 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

クト国語の4技能について、実際のコ I場所・目的・状況などに薦じて、日常 汐卜国語の背景にある文化に対して

ミュニケーションにおいて活用できる 1的・社会的な話題について、情報や 1 理解を深め〔聞き手・読み手・話し

矢口識・技能を身に付けている。外国 1考えなどを外国語で的確に理解した 1手
・書き手に配慮しながら、外国語

希の学習を通して、言語の働きや役 |り 、適切に伝え合ったりしている。  |で聞いたり、読んだりしたことを活用

害」などを理解している。 |し て自分の意見や考えなどを聞いた

り、読んだり、話したり書いたりしよ

うとしてヽヽる。

育てたい生徒像

(資質,能力)

との関連

教養力 !幅広い教養 と課題発見・ 1思考力 :論理的に考え,批判的に

解決のための矢口識・技能 掘 り下げ,創造するカ

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 !多様な他者 とコミュニケ

ーシ ョンをとり協力する力

省察力 :自 らの行動を振 り返 り改

善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

O定期考査

O課題考査

○小テス ト

○授業・発表内容の観察

○授業 ノー ト・提出課題の点検

O定期考査

O課題考査

O小テス ト

○授業 ・発表内容の観察

O授業 ノー ト・提出課題の点検

O授業・発表態度の観察

○プ レゼンテーションの観察

○提 出課題の点検



学期 学習内容
学習の到逹 日標

矢口識・技能   1  患考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

通
期

LI  A Swedish Girド  s
Discoveries in」 opon

L2A Messoge from tthe

Emperor Penguins

L4 Seeds for ihe Fulure

L6   Goudi  ond  His
/ヽ1essenger

L9 Biodiesel Adventture:

From Glob91す o GIoboI

LIO Our Fuiure wilh AI

文章を通して補語になる

分詞の SVOCと補語②な

る分詞の SVCの意味や

構造を理解する。海外の

視点から見た日本の不思

議について書かれた文章

を読み、概要を把握するこ

とができる。

自分が驚いた日本文化に

ついて、読んだことを基

に、言苦したり書ヽヽたりして

表現することができる。

海外の視点から見た日本

の不思議について自分の

考えを話して伝えることが

できるようにする。

文章を通してしヒ較級の表

現や未来完了形、しヒ較を

用いた構文の意味や構造

を理解する。ペンギンの生

態について必要な情報を

聞いたり、読んだりして、概

要を把握することができ

る。

気候変動の影響により絶

滅の危機にある動物につ

いて意見交換をする。自

分の意見を論理的に書い

て伝えることができる。

自分の関サむのある動物と

その動物から学んだことつ

いて自分の考えを話して

伝えることがて
゛
きるように

する。

文章を通して付帯状況を

表す with+Ott αや使役

動詞の意味や構造につい

て理解する。種の保全の

ための取り組みについて

様々な意見の妥点を把握

することができる。

固定種の利点について

FI種と比較しながら、自

分の意見を伝え合うこと

ができる。

日本の食料 白給率にうい

て自分の考えを話 して伝

えることができるようにす

る。

文章を通して、受動態の

分詞構文や 汗を使わない

仮定法の意味や構造を理

解する。ガウディと外尾さ

んについて書かれた文章

を読み、妥点を把握するこ

とかドできる。

ガウディと外尾さんについ

て自分の考えを書いて伝

えることができる。

ガウデイと外尾さんについ

て自分の考えを伝えること

がて
｀
きるようにする。

文章を読み、完了形の分

詞構文や強調構文の意

味や構造を理解する。山

田周生さんの取り組みに

ついて書かれた文章を読

み、要点を把握することが

できる。

日本のエネルギー消費に

おける問題点とその解決

法について自分の考えを

イ云え合うことがて
ヾ
きる。

山田周生さんの意見につ

いて自分の考えを伝え合

うことがて
｀
きるようにする。

文章を読み、過去につい

ての推量や os汗 を使った

仮定法の意味や働きを理

解する。AIとその活用に

ついて書かれた文章を読

み、X要な情報を読み取

り概要を把握することが

できる。

人間とAIの共存のために

どのような法律がX妥か

について、自分の考えや

気持ちを伝え合うことが

できる。

AIと 今後の将来につい

て、自分の考えや気持ちを

伝え合うことができるよう

にする。

備 考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城 高等学校 理教科 2年  シラバス

教科名 科 目名 (校 内名称 ) 単位数 教  材

英語

英語 コミュニケーシ ョンⅡ

(R英 コミュ)

2

教科 書 :LANDMARK Communicolion English il[啓 林館 ]

副教材:教科書準子夕匙ワークブック[啓林館〕

NEW TREASURE ENGLISH SERICS STAGE 4(Z会 曲版)

学習の

ね らい

外国語によるコミュニケニションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つの領域において言語活動及び

これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、通切に表現したり伝

え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。

① 外国語の4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。

外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(矢口識・技能)

② 場所 。目的・状況などに応じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり適切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)

③ 外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に凸E慮 しながら、外国語で

聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとしている。(主体性)

授業形態

ア ドバイス

な ど

Rコ ースの授業です。2年次の英語コミュニケーションⅡの授業は,1年次で学習した内容を発展させたものに

なります。1年次に身につけたことを上合にして、少し長めの文を論理的に読むことを大切にしましよう。復習も捲

ずX要です。また,提出物は期FRを守って下さい。そのためには,計 L百J的 な取り組みが兇要です。

評価の観点 次口識・技能 忌考・判断・表現 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

外国語の 4技能について、実際のコ 1場所・目的・状調などに薦じて、日常 ′卜国語の背景 にある文化 に対 して

ミュニケーションにおいて

'舌

用でき

る矢口識・技能を身に付けている。外

国語の学習を通 して、言語の働 き

や役割などを理解している。

白|・ 社会的な話題 について、情報

や考 えなどを外国語で的確 に理

解 したり適切 に伝 え合ったりして

いる。

理解を深め、F耳月き手・読み手・話 し

手・書 き手 に配慮 しなが ら、外 国

語で聞いたり、読んだりしたことを

活用して自分の意見や考えなどを

言苦したり書いたりしようとしている。

育てたい生徒像

(資 質・能力)

との関連

協働力 :多様な他者 とコミュニケ

ーションをとり協力する力

省察力 :自 らの行動を子戸Fkり 返 り改

善 し前に踏み出すカ

教養力 :幅広い教養と課題発見・

解決のための矢口識・技能

患考力 :論理的に考え,批判的に

掘 り下げ,創造するカ

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

主な

評価方法

○授業・発表態度の観察

○プ レゼンテーシ ョンの観察

○提出課題の点検

O定期考査

O課題考査

○小テス ト

○授業 ・発表内容の観察

○授業 ノー ト・提出課題の点検

○定期考査

O課題考査

O小テス ト

○授業・発表内容の観察

○授業 ノー ト・提 出課題の点検



学習の到逹目標
学期

矢口識・技能 忌考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

Li  A Swedish Giri' さ

Discoverles in」 opon

NT L2
The Hero who refused io

be c hero

L4 Seeds for ihe Fulure

NTL3
Differeni   Sttyles

Encouro9ement

NTL5
Curling― ―Chё ss on lce

L6   Goudi  orid  His
hlessen9e「

NTL6
Pick Up Golden Nu99ettS

of Opporiunitties

Of

文章を通して補語になる

分詞の SVOCと補語②な

る分詞の SVCの意味や

構造を理解する。海外の

視点から見た日本の不思

議について書かれた文章

を読み、概要を把握するこ

とおヾできる。

文章を通して時制の一致

や話法の意味や構造を理

解する。ヒーローとは何か

についてX要な情報を聞

いたり、読んだりして、概要

を把握することができる。

文章を通して付帯状況を

表す wtth+O+α や使役

動詞の意味や構造につい

て理解する。種の保全の

ための取り組みについて

様々な意見の要点を把握
|

することができる。   |

文章を通して、助動詞の

意味や構造を理解する。

日本とアメリカの励まし方

の違いについて兇要な情

報を聞いたり、読んだりし

て、概要を把握することが

て
｀
きる。

文章を通して、不定詞の

意味や構造を理解する。

カーリングの歴史とルール

について蜂要な情報を聞

いたり、読んだりして、概要

を}巴握することがて
｀
きる。

文章を通して、受動態の

分詞構文や rを使わない

仮定法の意味や構造を理

解する。ガウディと外尾さ

んについて書かれた文章

を読み、要点を把握するこ

とおヾて
゛
きる。

文章を通して、動名詞の

意味や構造を理解する。

成功を収めた著者のエッ

セイを読み、概要を把握す

ることわヾできる。

自分が驚いた日本文化につい

て、読んだことを基に、話したり書

いたりして表現することができ

る。

ヒーローとは何か、人間としてな

すべきことは何かについて意見

交換をする。自分の意見を論理

的 |こ書いて伝えることができる。

固定種の利点について

FI種としヒ較しながら、白

分の意見を伝え合うこと

がて
｀
きる。

勉強に疲れているときは

日本・アメリカのどちらの

やり方て
ヾ
励ましてもらいた

いかについて言舌し合うこと

ができる

何のスポーツをやってみた

いかについて、自分の意

見を述べることができる。

ガウディと外尾さんについ

て自分の考えを書いて伝

えることがて
｀
きる。

将来やりたいことを実現するため

にどんな行動をとるつもりか、自

分の考えを書いて表現すること

がて
｀
きる。

海外の視点から見た日本

の不思議について自分の

考えを言舌してイ云えることが

できるようにする。

be ecgerす oを用いて白

分のこと|こ ついて書く。。

日本の食料自給率につい

て自分の考えを話して伝

えることができるようにす

る。

would rotther A lhon B

を用いて自分のことについ

て書く。

comeす o doを 用いて白

分のことについて書く。

ガウディと外尾さんについ

て自分の考えを伝えること

ができるようにする。

I never ～witthoul

_を使って自分のことにつ

いて書く。



L7   Lettters  from  。

Bgitlefield

LiO Our Fulurё wiキ h AI

NTL8
Folse Foces

間違った思い込みによって誤りを

したことがあるか |こついて話し合

うことがて
｀
きる

loke ～ for grontted

を用いて自分のことについて言

く。

人間とAIの 共存のために

どのような法律が挺要か

について、自分の考えや

気持ちを伝え合うことが

できる。

AIと今後の将来につい

て、自分の考えや気持ちを

伝え合うことができるよう

にする。

文章を通して副詞節を導

く複合関係代名詞や完了

不定詞の意味や構造を理

解する。戦場からの手紙

について雖要な情報を読

み取り、概晏を把握するこ

とかヾできる。

文章を通して(関係詞の

意味や構造を理解する。

錯視の解説から始めて思

い込みの危険さを理解す

ることができる.

文章を読み、過去につい

ての推量や os rを使った

仮定法の意味や働きを理

解する。AIとその活用に

ついて書かれた文章を読

み、捲要な情報を読み取

り概妥を把握することおヾ

できる。

1戦場からの手紙について書かれ
|た 文章を読んだ感想について白

戦場からの手紙について

書かれた文章を読んだ感

想について自分の考えを

伝え合うことができるよう

にする。

分 の考 えを伝 え合うことができ

る。

備考



今不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理教科 2年 シラバス

教科名 科 目名 (校内名称 ) 単位数 教  材

英 語

英語コミュニケーションⅢ

(L英 コミュ)

l

教科書 :LANDMARK Communicolion English Ш[啓林館 ]

副教材 :教科書準拠ワークブック[啓林館 ]

学習の

ね らい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つの領域において言語活動及び

これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、迪切に表現したり伝

え合ったりするコミニニケーションを図る資質・能力を巻う。

① 外国語の 4技能について、実際のコミュニケ‐ションにおいて活用できる次口識・技能を身に付ける。

外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(矢苗識・技能)

② 場所・目的・状況などに應じて、日常的・社会的な話題につぃて、情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり迫切に伝え合ったりできるようにする。(忌考力 ,判断力 :表現力)

③ 外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に酉E慮 しながら、外国語で

聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとしている。(主体性)

授業形態

ア ドバイス

な ど

Lコ ースの授業です。2年次の英語コミュニケーションⅢの授業は,2年次前期で学習した内容をさらに発戸長させ

たもので,3年次に学習する内容を先取りします。2年次前期で学習した内容で理解できていないところがあると

英語コミュニケーションⅢではわからないところが増えてしまいます。復習も挺ずX要です。昔読をしっかりしまし

ょう。また,提 出物は期FRを 守って下さい。そのためには,計画的な取り組みがX要です。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現    1 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

外国語の4技能について、実際のコ 1場所・目的・状況などに庵じて、日常

ミュニケーションにおいて活用できる 的・社会的な話題について、情報や

矢口識・技能を身に付けている。外国 1考えなどを外国語で的確に理解した

語の学習を通して、言語の働きや役 り、適切に伝え合ったりしている。

割などを理解している。

汐卜国語の背景にある文化に対して

1 理解を深め、聞き手・読み手・話し

・書き手に配慮しながら、外国語

いたり、読んだりしたことを活用

して自分の意見や考えなどを聞いた

り、読んだり、話したり書いたりしよ

うとしてヽ`る。

育てたい生徒像

(資 質・能力)

との関連

教巷力 :幅広い教養 と課題発見

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え,批判的に 1協働力 :多様な他者とコミュニケ

掘 り下げ,創造する力     |― ションをとり協力する力

表現力 :思考・判断の結果や経過 :省察力 :自 らの行動を子戸Fく り返 り改

をわかりやすく伝える力    1善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

O定期考査

○課題考査

○小テス ト

○授業・発表内容の観察

O授業 ノー ト・提 出課題の点検

O定期考査

O課題考査

〇小テス ト

○授業・発表内容の観察

○授業 ノー ト・提出課題の点検

O授業・発表態度の観察

○プ レゼンテーシ ョンの観察

○提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到注目標

矢口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

後

期

Li Coffeine:The WVorid's

Fovoritte Dru9

L2BIood is BIood

L3Austrolio ond its

Crectures

L4The$100,OOO Sol十
ond Pepper Shoker

さまざまな飲食物に含ま

れるカフェインの利点と欠

点について書かれた文章

を読んで、概要を把握す

ることができる。

さまざまな飲食物に含ま

れるカフェインの利点と欠

点について、読んだことを

基に、話したり書いたりし

て表現することができる。

さまざまな飲食物に含まれ

るカフェインの利点と欠点

について、自分の考えを話

して伝えることができるよ

うにする。

輸血技術の向上に貢献し

た黒人科学者の生涯につ

いて説明した文章を読ん

で、概要を把握することが

て
ヾ
きる。

輸血技術の向上に貢献し

た黒人科学者の生涯につ

いて意見交換ができる。ま

た、自分の意見を論理的

に書いて伝えることができ

る。

輸血技術の向上に貢献し

た黒人科学者の生涯につ

いて、自分の考えを話して

伝えることができるように

する。

オーストラリアの地形や独

自の動植物について説明

した文章を読んで、概要を

把握することができる。

オーストラリアの地形や独

自の動植物について説明

した文章を読んで、情報

や考えを論理的に伝え合

うことができる。

オーストラリアの地形や独

自の動植物について説明

した文章を読んで、自分の

考えを効果的に発表する

ことおヾできる。

子 ども時代の経験 を基

に、長い日で見た損益に

ついて述べられた文章を

読んで、内容を理解するこ

とができる。

子ども時代 の経験 を基

に、長い日で見た損益に

ついて述べられた文章を

読んで、自分の意見を論

理的に書いて伝えること

ができる。

子ども時代の経験を基に、

長い日で見た損益につい

て、自分の考えを積極的に

相手にイ云えることができる

ようにする。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理教科 2年  シラバス

教科名 科 目名 (校内名称) 単位数 教 材

英語
英語コミュニケーションⅢ

(R英 コミュ)

i

教科書 :LANDMARK Communicotion Englisぃ Ⅲ[啓林館 ]

副教材 :教科書準〕処ワークブック[啓林館 ]

NEW TREASURE ENGLISH SERIES STA8[4(Z会 出版)

学習の

ねらい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つの領域において言語活動及び

これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、迫切に表現したり伝

え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。

① 外国語の 4技能について、実際のコミュニケ‐ションにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。

外国語の学習を通して、言語の働きや役害」などを理解できるようにする。(矢口識・技含ヒ)

② 場所 r目 的 ,状況などにたじて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり迫切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)

③ 外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で

聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとしている。(主体性)

授業形態

ア ドバイス

など

Rコースの授業です。2年次の英語コミュニケーシヨンⅢの授業は,2年次前鶏で学習した内容をさらに発展させ

たもので,3年次に学習する内容を先取りします。2年次前期で学習した内容で理解できていないところがあると

英語コミュニケーションⅢではわからないところが増えてしまいます。復習も挺ず雖要です。昔読をしっかりしまし

ょう3ま た,提 出物は期FRを 守って下さい。そのためには,計画的な取り組みが兇要ですと

評価の観点 次口識・技能 思考・判断・表現    1 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

外国語の 4技能について、実際のコ I場所・目的・状況などに應じて、日常

ミュニケーションにおいて活用できる 1的・社会的な話題について、情報や

矢口識・技含ヒを身に付けている。外国

語の学習を通して、言語の働きや役

害」などを理解している。

えなどを外国語で的確に理解した

り、適切に伝え合ったりしている。

タト国語の背景にある文化に対して

1 理解を深め、聞き手・読み手・話し

・書き手に配慮しながら、外国語

いたり、読んだりしたことを活用

して自分の意見や考えなどを聞いた

り、読んだり、話したり書いたりしよ

うとしてヽ`る。

育てたい生徒像

(資質,能力)

との関連

教養力 :幅広い教養 と課題発見

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え,批判的に

掘 り下げ,創造する力

表現力 :忌考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者 とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動を振 り返 り改

善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

○定期考査

O課題考査

○小テス ト

O授業・発オく内容のを見察

○授業ノー ト・提出課題の点検

O定期考査

O課題考査

〇小テス ト

O授業・発表内容の観察

O授業ノー ト・提出課題の点検

O授業・発表態度のを見察

Oプ レゼンテーションの観察

○提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到逹 目標

矢口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

後

期

Li CGffeine:The Ⅵ′orid's
Fovoritte Dru9

L2BIood is BIood

NT L9
PitfoW in Speech

L3Austrolio ond its

Creotures

L4The$IOO,OOO Soll
ond Pepper Shoker

NT LiO
The History of Mops

さまざまな飲食物に含ま

れるカフェインの利点と欠

点について書かれた文章

を読んで、概要を把握す

ることがて
｀
きる。

さまざまな飲食物に含ま

れるカフェインの利点と欠

点について、読んだことを

基に、話したり書いたりし

て表現することができる。

さまざまな飲食物に含まれ

るカフェインの利点と欠点

について、自分の考えを話

して伝えることができるよ

うにする。

輸血技術の向上に貢献し

た黒人科学者の生涯にう

いて説明した文章を読ん

で、概要を把握することが

できる。

輸血技術の向上に貢献し

た黒人科学者の生涯につ

いて意見交換ができる。ま

た、自分の意見を論理的

に書いて伝えることができ

る。

輸血技術の向上に貢献し

た黒人科学者の生涯につ

いて、自分の考えを話して

伝えることができるように

する。

文章を通して、複合関係

詞と複合関係代名詞の用

法を理解する。コミュニケ

ーションにおいて、誤解を

避けるためにX要な言葉

の選び方についてX妥な

情報を聞いたり、読んだり

して、概要を把握すること

がて
ヾ
きる。

コミュニケーションにおい

て、誤解を避けるためにX
要な言葉の選び方につい

て、自分の意見を論理的

に書いて伝えることおヾでき

る。

+9ke ～ for gronied を

用いて、自分が今まで当

たり前と考えていたが、実

は違うことについて、書い

て伝えることができる。

オーストラリアの地形や独

自の動植物について説明

した文章を読んで、概要を

↓巴↓屋することがて
｀
きる。

オーストラリアの地形や独

自の動植物について説明

した文章を読んで、情報

や考えを論理的に伝え合

うことができる。

オーストラリアの地形や独

自の動植物 について説明

した文章を読んで、自分の

考えを効果的に発表する

ことができる。

子ども時代の経験 を基

に、長い日で見た損益に

ついて述べられた文章を

読んで、内容を理解するこ

とおヾて
｀
きる。

子 ども時代 の経験 を基

に、長い日で見た損益に

ついて述べられた文章を

読んで、自分の意見を論

理的に書いて伝えること

わヾできる。

子ども時代の経験を基に、

長い日で見た損益につい

て、自分の考えを積極的に

相手にイ云えることができる

ようにする。

文章を通して、様々なしヒ較

表現用法を理解する。人

間の世界観を反映する地

図の発連と、地図の観点

から整理し直した歴史に

ついて、挺要な情報を聞
いたり、読んだりして、概要

を把握することができる。

人間の世界観を反映する

地図の発達と、地図の観

点から整理し直した歴史

について、自分の意見を

論理的に書いて伝えるこ

とわヾて
｀
きる。

oIIow～ lo doを 用い

て、自分の生活において受

けている恩患について書く

ことがて
｀
きる。

備 考



今不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理教科 2年  シラバス

教科零 科 目名 (校 内名称 ) 単位数 教  材

英 語

論理表現Ⅱ

(L論表)

2

教科書 :be English Logic ond ExpressionII[tヽ いずな]

副教材 :教科書準撫ワークブック[いいずな]

学習の

ね らい

「論理・表現 I」 の学習内容を踏まえ,「話すこと (や り取 り)」 「話すこと (発表)」 「書 くこと」を中′は

とした統合的な言語活動を通 して,発信能力を強化するための発展的な活動に行うとともに,論理の構

成や展開を工夫して詳 しく伝えたり,伝え合ったりすることができる能力を養う。

具体的な活動と領域は以下の通 り。

(1)話すこと[や り耳又り]

日常的な話題について,使用する語旬や文,対話の展開などにおいて,一定の支援を活用すれば,多様

な語匂や文を用いて,情報や考え,気持ちなどを詳 しく話 して伝え合ったり,立場や状況が異なる相手

と交渉 したりすることができるようにする。

(2)話すこと[発表]

日常的な話題について,使用する語旬や文,事前の準備などにおいて,一定の支援を活用すれば,多様

な語匂や文を用いて,情報や考え,気持ちなどを論理の構成や展開を工夫 して詳 しく話 して伝えること

ができるようにする。

(3)書 くこと

日常的な話題について,使用する語匂や文,事前の準備などにおいて,一定の支援を活用すれば,多様

な語匂や文を用いて,情報や考え,気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して複数の段落から成る文章

で詳 しく書いて伝えることができるようにする。

授業形態

ア ドバイス

な ど

Lコ ースの授業です。3年次の論理表現Ⅱの授業は,2年次で学習した内容をさらに発展させたものです。 1年

次までに学習した内容 (文法・構文など)で理解できていないところがあると論理表現Πでは表現活動わヾFRられ

てしまいます。復習も盛ず雖妥て
ヾ
す。日本語を正しい表現を使って英語に由せる力もつけましょう。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

特徴やきまりに関する事項 十意見や主張などを論理の構成や展

びその働 きや役害」を理解 してい 1開 を工夫して,詳しく話したり書いた

フト国語の背景にある文化に対する

1理解を深め,聞き手・読 手々など他
1者に配慮しながら,主体的・白律的

iに 表現しようとている。it

'し

て伝え合っている。

る技能を身に付けている。

[矢口言我] 1目 的や場面,状況にAじて,自 分の

る。

[技 能]

目的や場面,状況に庵 じて,自 分

意見や主 3fく などを論理の構成や

開を工夫して,詳 しく話 したり

いたりして伝え合うことかヾて
ヾ
き

育てたい生徒像

(資 質,能 力)

との関連

教養力 :幅広い教養 と課題発見

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え,キしヒ判的に

掘 り下げ,創造す る力

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわか りやす く伝える力

協働力 :多様 な他者 とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動 を1戸,(り 返 り改

善 し前に踏み出すカ



主な

評価方法

○定期考査

〇小テス ト

○授業・発表内容の観察

○提出課題の点検

O定期考査

O小テス ト

O授業・発表内容の観察

○提 出課題の点検

O授業・発表態度のを見察

Oペアワーク・プレゼンテーショ

ンの観察

O提出課題の点検

評価の観点

① 知識・技能 ② 思考・判断・表現 ③ 主体的に学習に取り組む態度

習得すべき知識や重要な概念等を理解し

ている。それらを既有の知識及び技能と関

連付けたり活用したりする中で,概念等と

して理解したり,技能を習得したりしてい

る。

知識及び技能を活用して課題を解決する

等のために必要な思考力,判断力,表現力

等を身に付けている。

知識及び技能を獲得したり,思考力,判断

力,表現力等を身に付けたりすることに向

けた粘 り強い取組の中で,自 らの学習を調

整しようとしている。

Lesson l

Your interests

【題材】

趣味・クラブ活動

I題材に関するタスク】

・趣味やクラブ活動に関する文章を読んだり聞いたりして理解

する。

・趣味やクラブ活動について話したり,文章を書いたりする。

【文法】

・動詞の時制について学んで理解するも

・時や状況に応じて動詞の時制を正しく使う。

□|□

□|□

□I□

□

□ :

A授業観察

B発話評価

C課題提出

D.定期考査

Lesson 2 _

Your Da‖ y Life

【題材】

日常生活

【題材に関するタスク】

・日常生活に関する文章を読んだり聞いたりして理解する。

・ 日常生活について話したり,文章を書いたりする。

【文法】

・不定詞 (名詞用法)・ 動名詞・名詞節について学んで理解する。

・伝えたいことに応 じて,不定詞・動名詞・名詞節を正しく使

つ。

□:□I□

□|□|□

□

□

　

□ □ I

A授 業観察

B発 話評価

C課 題提出

D定 期考査



Lesson 3

Your Schっ o,Life

【題材】

学校生活

【題材に関するタスク】

・学校生活に関する文章を読んだり聞いたりして理狗子する。

・学校生活について話したり,文章を書いたりする。

【文法】

・助動詞について学んで理解する。

・伝えたい意味に応じて,助動詞を正しく使う。

□

　

□

□

　

□

□

　

□

□|□|□

□ I

A.授業観察

B.発話評価

C.課題提出

D.定期考査

スクジプト・ライティングを

してみよう!

【タスク】

・与えられた状況に合うスクリプトを,答像力をはたらかせて

書く。

:ス クリプトを表情や身ぶりなど駆使して,ペアになって演じ

る。

□|□|□

□|□|□

A.授業観察

B,発話評価

C.課題提出

D.定期考査

Lesson 4

Media Literacy

〔題材】

ノーシャルメディア         ・

【題材に関するタスク】

・ソーシャルメディアに関する文章を読んだり聞いたりして理

解する。

・ツーシャルメディアについて話したり,文章を書いたりする。

「文法】                      .

・形容詞のはたらきや分詞の形容詞用法について学んで理解す

る。

・伝えたい意味に応じて,適切な形容詞を用いて文を作る。

□
　
　
　
　
　
　
□

□
　
　
　
　
　
　
□

□□ I

授業観察

発話評価

課題提出

定翔考査

A`

B.

Cr

D.

Lesson S

Helping others

【題材】

ボランティア活動

〔題材に関するタスク】

・ボランティア活動についての文章を読んだり聞いたりして理

解すると

,ボランティア活動にっいて話したり,文章を書いたりする。

【文法】

,さ まざまな表現を使った形容詞句について学んで理解する。

・伝えたい意味に応 じて,適切な形容詞旬を用いて文を作る。

□I□

□□
　
　
　
　
□

□|□□

□ I

A.授業観察

B.発話評価

Ci課題提出

D定期考査
―

Lesson 6

introducing Your Tovvn

【題材】

自分の住む町や地域

A.授業観察

B発話評価



【題材に関するタスク】           f

。自分の住む町や地域についての文章を読んだり聞いたりして

理解する。

・自分の住む町や―地域について話したり,文章を書いたりする。

【文法】

・関係1代名詞・関係副I詞について学んで理解する。

・関係代お詞・関係副詞を用いて文を作る。

□

　

□

□

　

□

E

匠

　

Ｅ

□

　

□

C課題提出

D定期考査

スピーチをしてみよう ! 【タスク〕

・スピーチ原稿をつくるための基本的な構成方法や,スピーチ

をする際に求められる態度を理解する。

・スピーチ例を声に出して読んだり,実際にスピーチしたりす

る。

□:□ |

□I□

E

A,授業観察

B.発話評価

C,課題提出

D.定期考査

LeSsOれ 7

Languages ofthe Worid

【題材】

世界の言語

〔題材に関するタスクJ

・世界の言語にういての文章を読んだり聞いたりして理解す

る.。

・世分の言語にっいて話したり,文章を書いたりする。

I文法〕

・副詞のはたらきについて学んで理解する。

・体えたい意味に応じて,適切な副詞を用いて文を作る。

ィ
ロ
ー
！
‐
―

ゴ
剛
ｌ
‐

日
―
コ
‐
―
↓

□

　

□

　

　

　

　

　

　

□

‐
１
‐
―
‐
１
・
１
‐
・
ｌ
ｉ

日‐
］‐
‐
‥

日
‐
‐
‐
‐
１
，
―
―

日
１
１
１
１

A.授業観察

B.発話評価

C.‐課題提出

D.定朗考査

LeSson 8

lrnagining the Future―

【題材】

想像

【題材に関するタスク】

・想像につぃての文章を読んだり聞いたりして理解する。

・想像について請したり,文章を書いたりする。

【文法】              :

・不声調 (副詞用法)。 分詞について学んで理解する。

i伝 えたい意味に応じて不定詞・分詞を正しく使う。

□

　

回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

―
…

…

…

…

…

回

―

凰
‐―

１

１

１

１

１

呵

‐

回

　

□
　
　
　
　
　
　
□

　

□

A.授業観察|

B.発話評価
―

Ct課題提出

D.定期考査

Lesson 9

Happiness and Stress

〔題材】

幸福・ストレス

I題材に関するタスク】

A.授業観察

B,発話評価

C課 題提出



・幸福・ストレるについての文章を読んだり聞いたりして理解

する。

・幸福・ストレスについて話したり,文章を書しヽたりする。

〔文法】

。さまざまな意味を表す副詞節にっいて学んで理解する。

・伝えたい意味に応じて適切な副詞節を用いて文を作る。

□
　
　
　
　
　
　
□

□
　
　
　
　
　
　
□

□
　
　
　
　
□

　

□

□|□十回 D.定期考査

プレゼンテーションをして

みよう1

【タスク】

・プレゼンテ●シヨンによく用いられる表現方法を理解する。

・プレゼンテーション|の例を声に出して読んだり,実際にプレ

ゼンテーションしたりする。

□I I

□|□|□

A.授業観察

Bi発話評価

Ci課題提出

D.定期考査

Lesson lo

Companng countries

【触 】                                                    ・

データの比較     
―

I題材に関するタスク】

,名,国のデ■夕比較についての文章を読んだり聞いたりして理

解する。

・各国のデエタ比較について話したり,文章を書いたりする。

【文法】

,原級 主,と較級・最上縁をイ吏う比様につヤⅢて学んで審解する。

・原級 ,比較級 。最上級を用いて文を作る。

鳳
ｉ

Ｆ
叫

‐
．
‐

「
‘
‐
１

□‐―
！

□

　

□

日

　

□

□1日|□

A,授業観察

B,発話評価

C.課題提出

D`定期考査

LesSon ll

Cukural D"eぃly

〔題材】

文化の多様性

【題材に1関するタスク】

・文化の多様性についての1文章を読んだり聞いたりして理解す

る。

・文化の多様性について話したり,文章を書いたりする。

【文法〕

i仮定法について学んで理解する。    i

・仮定法の表現を用いて文を作る。

□

‐１
‐―

↓‐ｌ
ｊｌ
叫
…

□

　

□
　
　
　
　
□

　

日 □:□

A.授業観察
―

B,発話評価

0課題提出

う:定期考査

Lessoh 12

」―apanese Customs

【匙貰本オ】

日本の文化

【題材に関するタスタ】

・ 日本の文化についての文章を読んだり聞いたりして理解す

る。

・日本の文化について話したり,文章を書いたりする。

□I□

□|□

□

　

□

Aj授業観察

B.発語評価

C.課題提出

D、 定期考査



【文法】

・要求や必要;認識を表す表現・時制の一至女・話法について学び

1理解する。|            
―

・要求や必要j認識を表す表現・時制の一致・話法を用いて文を

作る。

□
|

□!□ :□

デイベートをしてみよう! 【タスク】

`ディベートの形式や,基本的なルールを理解する。

P背定と否定の立場で意見を述べる。 □□

□

　

□

A.授業観察

B.発話評価

C.課題提出

D.定期考査

Lessoh 13

Population issues

【題材】

人口門層

【題材に関するタスク,

,人口問題についての文章を読んだり問いたりして理解する。

■人口問題について詣したり,文章を書いたりすると

【文法】               ・       ‐

・存在ゃ変化の表現について学んで理解する.。

・伝えたい意味に応じて,存在|や変化,「～がかかる」という表

現を正しく用いて文を作る。

１
１
１
１
１
十
日
―
剛
―
―
．

□

　

□
　
　
　
　
　
　
□

□

　

□
　
　
　
　
　
　
□

▲.授業観察|

B。 発話評r両

C.課題提出

D―.定期考査

Lesson 14

Rights and Equa‖ ty

【題材】

権利と平等
―

【題材に関するタスク】

・権利と平等についての文章を読んだり聞いたりして理解す

る。

・権利と平等について話したり,文章を書いたりする。

I文法】              :

・使役動詞・知覚動詞について学んで理解する。

'停えたい意時に応じて:使役動詞・知覚動詞を用いて文を作

る。

□

　

□
　
　
　
　
　
　
□

‐コ‐■
，
Ｉ
ｌ
１
１
１
耐
「１１
凰
ｔ
ｉ
↓
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ィ
１
１
日

□

　

□
　
　
　
　
□

　

□

A,授業観察

B.発詣評価

α 課題提出

D.定期考査|

Losson 15

Think GIoba‖Й Act Loca‖ y

【題材】

世界の問題
―

【題材に関するタスク】

,世界の問題についての文章を読んだりF耳弓いたりして理解す

る。

・世界の問題について話したり,文章を書いたりする。

Ｅ

　

匡

一口‐
‐
．曰
‐
―
‐Ｉ

一‐回！
‐
‐日
‐
！
ｊｌ

A.授業観察

B発話評価

C.課題提出

D.定期考査



【文法】

。日本語とは違う英語らしい表現について学んで理解する。

・無生物主語や受動態を使 う表現を用いて文を作るも

□
|

□|□IE

ディスカッションをしてみよ

う !

【タスク】

・意見を出し合ったり,情報を交換し合ったりする表現方法や,

議論の態度を理解する。

・議論の例を声に出して読んだり,実際に議論したりする。

□ |

□|□ □

A授 業観察

B発 話評価

C課 題提出

D定 期考査

パラグラフを書いてみよう ! 【タスク】

パラグラフの基本的な構成方法や,注意点を理解する。

パラグラフ例を読んだり,実際に書いたりする。

□ |

□|□ 匡

A授 業観察

B_発話評価

C課 題提出

D定 期考査



今不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理数科 2年  シラバス

教科名 科 日名 (校 内宅称 ) 単位数 教  材

英語

論理表現Ⅱ

(R論表)

2

教 科書 :be English Logic Ond ExpresSOnil[い tヽずな ]

副教材:エスト英作文[esi出版]

学習の

ねらい

「論理・表現 I」 の学習内容を踏まえ,「話すこと (や り取 り)」 「話すこと (発表)」 「書くこと」を中は

とした統合的な言語活動を通 して,発信能力を強化するための発戸長的な活動に行うとともに,論理の構

成や展開を工夫 して詳 しく伝えたり,伝え合ったりすることができる能力を養う。

具体的な活動 と領域は以下の通 り。

(1)話すこと[や り取 り]

日常的な話題について,使用する語匂や文,対話の展開などにおいて,一定の支援を活用すれば,多様

な語句や文を用いて,情報や考え,気持ちなどを詳 しく話 して伝え合ったり,立場や状況が異なる相手

と交渉 したりすることができるようにする。

(2)話すこと[発表]

日常的な話題について,使用する語匂や文,事前の準備などにおいて,一定の支援を活用すれば,多様

な語匂や文を用いて,情報や考え,気持ちなどを論理の構成や展開を二夫して詳 しく話 して伝えること

ができるようにする。

(3)書 くこと

日常的な話題について,使用する語匂や文,事前の準備などにおいて,一定の支援を活用すれば,多様
な語匂や文を用いて,情報や考え:気持ちなどを論理の構成ゃ展開を二夫して複数の段落から成る文章
て
S詳

しく書いて伝えることができるようにする。

授業形態

ア ドバイス

な ど

Rコースの授業です。3年次の論理オく現Ⅱの授業は,2年次で学習した内容をさらに発展させたものです。 I年

次までに学習した内容 (文法・構文など)で理解できていないところがあると論理表現Ⅱでは表現活動がFRら れ

てしまいます。復習も挺ず雖要です。日本語を正しい表現を使って英語に直せる力もつけましょう。

評価の観点 次口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

[矢口識]            1目 的や場面,状洲に応じて,自 分の

英語の特徴やきまりに関する事項 1意見や主3長などを論理の構成や展

及びその働 きや役割を理解 してい 1開 を工夫して,詳 しく話したり書いた

る。

[技能]

目的や場面,状況に應 じて, 自分

の意見や主張な どを論理の構成や

展開を工夫 して,詳 しく話 した り

書いた りして伝 え合 うことがで き

る技能を身に付けている。

して伝え合ってヽヽる。

タト国語の背景にある文化に対する

1理解を深め,聞 き手・読み手など他

1者 に配慮しながら,主体的。自律的

||こ 表現しようとている。

育てたい生徒像

(資 質・能力)

との関連

協働力 :多様な他者 とコミュニケ

ーションをとり協力する力

省察力 :自 らの行動 を振 り返 り改

善 し前に踏み出すカ

教養力 :幅広い教養 と課題発見

解決のための矢口識・技能

思考力 i論理的に考え,批判的に

掘 り下げ,創造する力

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわか りやす く伝 えるカ



主な

評価方法

O定期考査

O小テス ト

○授業・発表内容の観察

○提出課題の点検

○定期考査

〇小テス ト

○授業・発表内容の観察

〇提出課題の点検

O授業・発表態度の観察

Oペ アワーク・プレゼンテーショ

ンの観察

〇提出課題の点検

評価の観点

① 知識・技能 ② 思考・判断・表現 ③ 主体的に学習に取り組む態度

習得すべき知識や重要な概念等を理解 し

ている。それらを既有の知識及び技能と関

連付けたり活用したりする中で,概念等と

して理解したり;技能を習得したりしてい

る。

知識及び技能を活用 して課題を解決する

等のために必要な思考力,判断力,表現力

等を身に付けている。

知識及び技能を獲得したり,思考力,判断

力,表至見力等を身に付けたりすることに向

けた粘 り強い取組の中で,自 らの学習を調

整しようとしている。

Lesson l

Your interests

【題材】

趣味・クラブ活動

【題材に関するタスク】

・趣味ゃクラブ活動に関する文章を読んだり聞いたりして理解

する。

・趣味やクラブ活動について話したり,文章を書いたりする。

【文法】

:動詞の時制について学んで理解する。

・時や状況に応じて動詞の時制を正しく使う。

□I□I□

□|□

□

□

　

□

A.授業観察

B.発話評価

C.課題提出

D.定期考査

Lesson 2

Your Da‖ y Life

【題材】

日常生活

【題材に関するタスク】

。日常生活に関する文章を読んだり聞いたりして理解する。

,日 常生活について話したり,文章を書いたりすると

【文法】                   :

・不定詞 (名詞用法)・ 動名詞・名詞節について学んで理解する。

。伝えたいことに応じて,不定詞・動名詞・名詞節を正しく使

う。

□:□

□|□

□

□

　

□

AI授業観察

B.発話評価

C課題提出

D定期考査



Lesson 3

Your School Life

【題材】

学校生活

【題材に関するタスーク】

・学校生活に関する文章を読んだり聞いたりして理解する。

・学校生活について話したり,文章を書いたりする。

【文法】

・助動詞にういて学んで理解する。

・伝えたい意味に応じて,助動詞を正しく使うと □1匡

Ｅ

　

Ｅ

□

　

□

A,授業観察

B.発話評価

C.課題提出

D.定期考査

スタ)プ ト・ライティングを

してみよう!

【タスク】

・与えられた状況に合 うスク)プ トを,想像力をはたらかせて

書く。

1ス ク)プ トを表情や身ぶりなど駆使 して,ペアになって演じ

る。

□|□

□!□|□

A.授業観察

B!発話評価

C.課題提出

D.定期考査

LeSSOn 4

Media Literacy

[題材l

ノーシャルメディア

【題材に関するタスク】

・ゾーシャルメディアに関する文章を読んだり聞ヤヽたりして理

解する。

・ツーシヤルメディアについて話したり,文章を書いたりする。

【文法】

・形容詞のはたらきや分制|の形容詞用法ヤrついて学んで理角7す

る。

・伝え|た い意―味に応じて,適切な形容詞を用いて文を作る。

□

　

□

　

　

　

□

　

□

□|□

□

A,授業観察|

B発話評価

C.課題提出

D定 期考査

Lesson‐ 5

Hetping Others

〔題材】

ボランティア活動

【藤本オに関するタスク】

・ボランティア活動についての文章を読んだり聞いたりして理

解する。

・ボランティア活動について話したり,文章を書いたりする。

【文法】

・さまざまな表現を使った形容詞句について学んで理解する。

・伝えたい意味に応じて,適切な形容詞句を用いて文を作るな

□

　

□
　
　
　
　
　
　
□

□

　

□
　
　
　
　
　
　
□

‐―
―
―
…
…

□―
―
叫
■
■
‥
呵
十
日
―
―

A,授業観察

B、 発語評価

Ct課題提出

D.定期考査

Lesson 6

introducing Your TOwn

【題材】

自分の住む町ゃ地域

A授業観察

B.発話評価



【題材に関するタスク】

,自 分の住む町や地域についての文章を読んだり聞いたりして

理解する。

・自分の住む町や地域にづいて話したり,文章を書いたりする。

【文法】

・関係代名詞・関係副詞について学んで理解する。

・関係代名詞・関係副詞
―
を用いて文を作る。       i

□

　

□

！
‐
―
‐剛
‐
―

日
「
―
，
ュ
，
Ｉ
‐

□|□|□

□ I

□

　

□

C.課題提出

D.定期考査

スピーチをしてみよう ! 【タスク】           、

・スピ▼チ原稿をつくるための基本的な構成方法や,ス ピーチ

をする際に求められる態度を理解する。

・スピーチ例を声に出して読んだり,実際にスピーチしたりす

る。

□
　
　
　
　
□

．Ｂ
Ｉ
…
―
―
‐凰
１
１
１
１
キ
ー

□

A`授業観察

B.発話評価

C課題提出

D.定期考査

Lesson 7

Languages ofthe Wo‖ d

【題材】

世界の言語       .

【題材に関す.る タネク】

,世界の言語についての文章を読′・ノだり聞いたりして理解す

る。

・世界の言語について話したり,文章を書いたりする。

【文法】

・副詞のはたらきについて学んで理解する。

・伝えたい意味に応じて,適切な冨1詞を用いて文を作る。

□
　
　
　
　
　
　
□

□
　
　
　
　
　
　
□

□

　

□

□

　

□

A.授業観察

B.発話評価

C.課題提出

D.定期考査

Lesson 3

imagininO the Future

【題材】

想像

【題材に関するタスク】

・想像についての文章を読んだり聞いたりして理解する。

1想像について話したり,文章を書いたりする。

【文法】

・不定詞 (副I詞用法).分詞について学んで理解する。

・伝えたい意味に応じて不定詞・分詞を正しく使 う。

□|□

甲|□|□

□ |

口

　

□

A.授業観察

B,発話評価

C.課題提出

D定 期考査

Lesson 9

Happiness and stress

【題材】

幸福・ス トレス

【題材に関するタスク】

A授業観察

B.発話評価

C課題提出



・幸福 tス トレスについての文章を読んだり聞いたりして理解

する。

・幸福・スートレスについて話したり,文章を書いたりする。

[文法】

・さまざまな意味を表す副詞節につV― てヽ学んで理解する。

・伝えたい意味に応じて適切な副詞節を用いて文を作る.

□

　

□

□

　

□

□

　

□ E

Ｅ

　

Ｅ

D.定期考査

プレゼンテーションをして

みよう!

【タスク】                   .

・プレゼンテーションによく用いられる表現方法を理解する。

・プレゼンテーションの例を声に出して読んだり,実際にプレ

ゼンテーションしたりする。

□

□ □|□

A,授業観察

Bi羹話評価

C.課題提出

D.定期考査

LessOn lo

Comparing countnes

II駆】

データの比較

【題材に関するタスタ】

P各国のデ‐夕比較についての文章を読んだりF耳見いたりして理

解する。

・各国のデータ比較にらぃて話したり,文章を書いたりする。

【文法】

,原級 ,比較級・最上級を使う比較について学んで理解する。

・原級 i比較級・最上綾を用いて文を作る。

□

，１
‥
１
１
１
Ｉ
‐
―
―

凰
―

□
　
　
　
　
　
　
□

□
　
　
　
　
　
　
□

□
　
　
　
　
□

　

□

　

　

・

□ |

A,授業観察

B,発話評価

0課題提出

D.定期考査

Lesson ll

Cuにural Diversity

【題材】

文化の多撫陛

【題材に関するタスク】     :

・文化の多様 l上につぃての文1章 を読んだり聞いたりして理解す

る。

・文化の多様陛について話したり,文章を書いたりする。

【文法】

・仮定法について学んで理解する。

・仮定法の表現を用いて文を作る。

□

　

□
　
　
　
　
　
　
　
□

□

　

□
　
　
　
　
　
　
□

□‐‐
‐
‐
‐
‐
ｉ団
‐
，日
１

A.授業観察

BI発話評価

C.課題提出

D`定期考査

Losson 12

Japanese Customs

【題材】

日本の文化

〔題材にF美耳するタスク】

・日本の文化についての文章を読んだり聞いたりして理解す

る。

・日本の文化について話したり,文章を善いたりする。

□

　

□

□

　

□

□

　

□

A.授業観察

B.発話評価

C_課題提出

D.定期考査



【文法】

・要求や必要,認識を表す表至見・Π寺制の一致・話法について学び

理角子する。

・要本や必要,認識を表す表現 ,時制の一致・話法を用いて1文 を

作る。

□

ｉ
ｔ
，
‐
―
，日
‐
‐
Ｉ
Ｔ
，
．
Ｉ
ｊ
ｊ
‐
‐
‐
―
‐
‐！

デイベートをしてみよう1 【タスタ】

'デイベエトの形式や,基本的なルールを理解する。

.青定と否定の立場で意見を述べる。 □

‥
―
，Ｉ
…
叫
…
…

□

　

□

A・ 授業観察―

B.発話評価

C.課題提出

D定期考査

Lesson 13

'opulation lssues

〔題材】

人口問題

【題材に関する夕必夕】

。人口問題にらぃての文章を読んだり聞いたりして理解する。

・人口問題11ついて話したり1文章を書いたりする。

〔文法】

・存在や変化の表現について学んで理解する。

・伝えたい意味に応じて,存在や変化,「～がかかる」といぅ表―

現を正しく用いて文を作る。

□

　

□
　
　
　
　
　
　
□

□

　

□
　
　
　
　
　
　
□

１
…
…
…
…
…
可
十
日
ＩＩ
１
１日
十
日
ｊｌ
ｌ

A撰業観察

B,発話評価

C.課題提出

D.1定期考査

LeSSon 14

Rtthts and Equattty

【題材】         ́        ―

権利と平等

I題材に関するタスク】

・権利と平等についての文章を読んだり聞いたりして理解す

る。

「権利と平等について話したり,文章を書いたりする。

〔文法】

・媒役動詞・知覚動詞について■んで理解する。

・伝えたい意味に応じて,使役動詞・知覚動詞を用いて束を作

る。

□

　

□
　
　
　
　
□

　

□ □

□

　

□

A,授業観察
―

】.発話評価

C,課題提出

D.定期考査

とosson 16

Think Globa‖ゝACt LocO‖ y

【題材】

世界の問題

【題材に関するタスク〕     .

I世界の問題についての文章を読んだり聞いたりして理解す

る。

・世界の問題について話したり,文章を書し`たりする。

Ｅ

　

匠

〔ｌЩ

ｌ
ｌ曰

十
１
１
１

耐
〕‘
！
―
日
．一
‐
１
．

A.授業観察

B発語評価

Ci課題提出

う.定朗考査



【文法】

日本語とは違う英語らしい表現について学んで理解する。

無生物主語や受動態を使う表現を用いて文を作る。

Ｅ□

□

　

□

ディスカッションをしてみよ

う !

【タスク】

・意見を出し合ったり,情報を交換し合ったりする表現方法や ,

議論の態度を理解する。

・議論の例を声に出して読んだり,実際に議論したりする。 Ｅ□

□

　
　
□

A授 業観察

B発 話評価

C課 題提出

D定 期考査

パラグラフを書いてみよう ! 【タスク】

パラグラフの基本的な構成方法や,注意点を理解する。

パラグラフ例を読んだり,実際に書いたりする。 □□

□

　

□

A授 業観察

B発 話評価

C課 題提出

D,定期考査



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校 内名称 ) 単位数 教  材

英語 ABLE α
」el Re9ding英 語速読テス ト Leve1 2(数研出版)

Speoking Gym 8osic(数 研出版)

学習の

ねらい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つ の領域において言語活

動及びこれ らを結び付けた統合的な言語活動を通 して、情報や考えなどを的確に理解 したり、通切に

表現 したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を審 う。

①外国語の4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。

外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(矢口識・技能)

②場所 。目的・状況などに応じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確に

理解したり迪切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)

③外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に酉E慮 しながら、外

国語で聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとし

ている。 (主体性 )

授業形態

ア ドバイス

な ど

普通科文系の選択科目です。予習を前提とせず、その場で辞書を使用せずに速読長文を初見読みし、

実戦的な読解力を育成します。また、長文の主題に関して、ペア ;ヮ ークで意見交換をすることによ

って、表現力と発信力を高めますので、積極的に自分の考えを英語で話すようにして下さい。同様に、

長文の主題に関する、パラグラフ・ライテイングにも挑戦します。4技能をバランス良く仲ばしてい

きましょう。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現    1 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

外国語の 4技能について、実際のコ 1場所・目的・】犬況などに応じて、日常

ミュニケーションにおいて活用できる Ⅲ9・ 社会的な話題につぃて、情報や

欠口識。技能を身に付けている。外国 1考 えなどを外国語で的確に理解した

語の学習を通して、言語の働きや役

割などを理角子してtヽる。

り、適切に伝え合ったりしている。

ント国語の背景にある文化に対して

1 理解を深め、聞き手・読み手・話し

1手・書き手に配慮しながら、外国語

|で聞いたり、読んだりしたことを活用

|し
て自分の意見や考えなどを聞いた

| り、読んだり、話したり書いたりしよ

| うとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教養力 :幅広い教養 と課題発見・

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え,才,ヒ 判的に

掘 り下げ,創造する力

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝える力

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力する力

省察力 :自 らの行動をキ「丁、り返 り改

善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

○定期考査

○課題考査

〇小テス ト

○授業・発表内容の観察

○授業ノー ト・提出課題の点検

○定期考査

○課題考査

○小テス ト

○パ フイーマンス・テス ト

○授業 ・発表内容の観察

○授業 ノー ト・提出課題の点検

○授業・発表態度の観察

○プレゼンテーションの観察

○提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到逹目標

矢口識・技能 思考・判断・表現 1主体的に学習に取り組む態度

前
期

Activity I

Lesson I(社 会/説明文)

Acttivity 2

Lesson2 (生 ,舌 //ウエゲサイト)

Activity 3

Lesson3(歴 史/伝記)

Activily 4

Lesson 4(スホ
°一ツ/説明文)

Acli胡 ty 5

Lesson 5(動 物/説明文)

Acti胡 ly 6

LesSon 6(生 活/広告)

Activity 7

Lesson 7(教 育/会話)

【聞くこと】
・場面や状況に薦じた表

現を矢口っている。
・「聞くこと」に用いられる

語匂や文法を矢口ってい

る。
・日常的な話題について

,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。
・ジェスチャーなど非言語

的なコミュニケーション

手段の役割や用い方を

理角子していると
。日常的な話題について

,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している     .

【読むこと】
'読 んだ内容について概

要や妥点を把握するこ

【聞くこと】
・理解できないとき,確記

したり,繰 り返 しや説 明

を求めたりしている。
。日常的な話題 について

の英語 を聞いて,情報

や考 えなど相手が伝 え

ようとすることを正確 に

理角写することがて
Sき

る。
・リズムやイントネーション

など基本的な英語の音

声の特徴をとらえ,正 し

く聞き耳又ることがて
｀
き

る。
・聞いた内容について正し

く理角卑することがて
Sき

る。

【読おこと】
'テ里解て

ヾ
きないところがあ

らても,推測するなどし

て読み続けている。

【聞くこと】
。「聞くこと」の言語活動に

積極的,主 体的に取 り

組んでいる。
・相手を見て話 を聞いた

り,兇 要に應じてメモを

取るなど,相 手の話 に

関′はを持っている。
・聞いたことについてジェ

スチャーや簡単なことば

で薦答したりしている。
・聞いた内容について意

見や感想を述べようとし

ている。
・さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体的に続けようとして

いる。
・理解できないところがあ

っても,推測するなどし

て聞き続ける。



後

期

Activitty 8

Lesson 8(科 学/評論)

Aclivitty 9

Lesson 9(生 活/エッセイ)

Acttivitty i O

Lesson iO(社会/ブログ)

Activity I I

Lesson il(文 化/説明文)

Lesson 12(環境/説明文)

Acttiuty 1 2

Lesson i3(歴史/物語)

Lesson i4(仕事/メール)

Acli胡十y13
Lesson i5(文化/評論)

Lesson 16(教育/スヒ
°一チ)

Activitty 1 4

Lesson 17(医 療/評論)

Lesson 18(社会/説明文)

LeSson 19(科学/説明文)

Acti胡ly 15

Lesson 20(歴史/説明文)

Lesson 21(社会/グラフ)

Lesson 22(文化/説明文)

とがて
ヾ
きる。

・文や文章を目的に應じ

た適切な速さで読み取

ることができる。
・言語や言語の運用につ

いての基本的な矢口識を

身に付けている。
・場面や状調による強勢

やイントネーションの違

いを理解している。
・文字や符号を識別する

矢口識を身に付けている。
・場面や状況に痣じた才く

現を矢口っている。
・文章の流れについての

矢口識がある。
。「読むこと」に用いられる

語匂や文法を矢口ってい

る。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。

【話すこと】
・言語や言語の運用につ

いての基本的な矢口識を

身に付けている。
.場 面や状況による強勢

やイントネーションの違

tヽ を理角卑している。
'場 面や状況に応じた表

現を矢口っている。
'「 話すこと」に用いられる

語句や文法を矢口ってい

る。
'日 常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。
,ジェスチャーなど非言語

日常的な話題についての

英語を正しく音読したり

暗口昌したりすることがで

きる。
・正しいリズムやイントネー

ションなどを用いて,音

読したり暗唱したりする

ことがて
｀
きる。

日常的な話題についての

英語で書かれた内容

が表現されるよう1こ 適

切 に者読 したり暗唱し

たりすることがて
｀
きる。

【話すこと】

'日 常的な話題について

英語で情報や考えなど

を二Eし く言舌すことわヾて
ヾ
き

る。
・正しいリズムやイントネー

ションなどを用いて,話

すことができる。
・文法に従って正しく話す

ことができる。
・伝えたい情報や考えなど

を正確に話すことがで

きる。
・日常的な話題について,

場面や目的に應じて ,

英語で適切に話すこと

がて
ヾ
きる。

・伝えたい内容 ,場 面,相

手 ,目 的などに庵じて

語 句や表現 を選択 し

適切に話すことができ

る。
・相手の発話に対 して適

切に応答することがで

きる。
・場面や目的に薦じて適

切な速さや声の大きさ

てモ舌すことができる。
・相手の理解を確認 しそ

れに庵じて話すことが

て
｀
きる。

【書くこと】
・日常的な話題について

,

得た情報や自分の考え

を英語で工しく書くこと

がて
｀
きる。

,文 法に従つて正しく書く

ことがて・きる。
'伝えたい情報や考えなど

を正確に書くことができ

る。

日常的な話題 について,I
場 面や 目的に応 じて,|

英語 で適切 に書 くこと
|

わヾて
｀
きる。       |

内容を整理 し,蜂要な分
|

量 を書くことができる。 |

【読むこと】
。「読むこと」の言語活動

に積極的,主体的に取

り組んでいる。
・兇妥に薦じてメモを取る

など,読んでいる内容に

関ミをもっている。
・読んだ内容について意見

や感想を述べようとして

いる。
・兇妥に應じて辞書などを

活用している。

さまざまな二夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体的に続けようとして

tヽ る。
・者読や暗唱に積極的に

取り組んでいる。

【話すこと】
。「話すこと」の言語活動

に積極的,主体的に取

り組んでいる。
・間違うことを恐れず自分

の考えなどを話 してい

る。
・自ら学んだ表現や進んで

集めた情報などを使っ

て話している。
・関ミをもって質問してい

る。
・ペア・ワークやグループ・

ワークなどにおいて積極

的に話 し合ったり意見

の交換をしている。
・さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体的に続けようとして

いる。
・うまく言えないことわヾあっ

ても,別 の語句や表現

で言い換えたり,説明し

て伝えるなどの工夫をし

ている。
。つなぎ言葉 を用いるな

ど,不 自然な沈黙をせ

ず話し続けている。

【書くこと】
・「書くこと」の言語活動に

積極的,主体的に取り

組んてヽ るヽ。
・間違うことを恐れず自分

の考えなどを書いてい

る。
・自ら進んで書いたものを

読み直し,意欲的に書き

直したりしている。
'自 ら学んだ表現や進んで

集めた情報などを使っ

て言 tヽ てtヽる。
.X要に庵じて辞書などを

的なコミュニケーション
i

手段の役割や用い方を

理角写してヽヽる。
・日常的な話題 について,

英語の学習で取 り扱わ

れた文化について理解

している。

【書くこと】
・「書くこと」の言語活動に

積極的 ,主 体的に取り

組んてヽ るヽ。
.間 違うことを恐れず自分

の考えなどを書いてい

る。
.自 ら進んで書いたものを

読 み直し,意 欲的に書



き亘したりしている。
・自ら学んだ表現や進ん

で集めた′情報などを使
って書 tヽている。

・挺要に薦じて辞書などを

活用している。
・さまざまな工夫をするこ

とで,コ ミュニケーション

を主体白9に続けようとし

ている。
・よりうまく伝わるように

,

別の語匂や表現で言い

換えたり,説 明して伝え

るなどの工夫をしてい

る。
・表現できないところがあ

っても矢口っている語匂や

表現を用いて書き続け

ている。

伝えたい内容,場面,読

み手 ,目 的などに應じ

て,語匂や表現を選択

し迪切に書くことができ

る。

文のつながりや構成を

考えた文章 を言くこと

ができる。

活用している。

さまざまな工夫をすること

で ,コ ミュニケーションを

主イ本白tに続けようとして

いる。

よりうまく伝わるように
,

別の語句や表現で言い

換 えたり,説明 して伝 え

るな どの工 夫 をしてい

る。

表現できないところがあ

っても矢口っている語匂や

表現 を用いて書 き続 け

ている。

備考


